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横浜青年

　 横浜中央YMCA英語幼児園
（YMCA Global Kindergarten 

=YGK）では、「YGKサイエンスク
ラブ」を行っています。クラブ
では一人ひとりがしたい遊びに
集中する時間と、わくわくする
ようなサイエンス活動を合わせて
取り組み、英
語でのコミュ
ニケーションも
活発に楽しん
でいます。

　アフタースクール事業は、各
クラブがオンラインにてSDGs
の取り組みを発表しました。
このうちYMCA青山学院横浜
英和小学校アフタースクール
では、語り部の方の話を聞き、
平和について考えたほか、平和
月間には、絵
本 な ど を 読
み、平和の思
いを共にしま
した。

サイエンスクラブ
楽しく学ぶ

　SPIRIT（精神）・MIND（知性）・
BODY（身体）を健やかに育む
ことはYMCAキャンプの目的の
一つです。文部科学省では子
どもの自然体験活動が成長過
程で大切であると伝えていま
す。健康教育事業では自然体
験やスポーツ
を通し、子育
て子育ちをサ
ポートしてい
ます。

SDGs・平和の活動を
子どもたちが発表

　横浜YMCAの14の保育園で
は、コロナ禍にあっても地域
の子育て支援の取り組みとし
てオンラインにて子育て支援
のプログラムを開催していま
す。「おやこたいそう」「えい
ごあそび」「プレママ交流会」
「子育て
座談会」
などが行
われてい
ます。

自然体験やキャンプで
健やかな成長

　横浜YMCAでは、横浜市中区
と金沢区にて横浜市地域子育
て支援拠点「のんびりんこ」「と
ことこ」の運営を受託していま
す。安心して子育てができるよ
う、乳幼児の親子の居場所と
して、交流するスペースの提供、
子育て相談、
子育て情報
の提供など
を行ってい
ます。

コロナ禍 オンライン
子育て支援

地域子育て支援拠点
子育て支援＝親支援

● 新型コロナウイルスの感染・拡大防止のた
め、イベントを延期・中止させていただく
場合があります。（参加費は税込み）

レクチャー
■イングリッシュセミナー
日　時 3 月18日（金）午前10時～正午
会　場 オンライン（Zoom）
テーマ  Panama, General Culture and
  Gastronomy
ゲスト Fatima Isabella Reina Peñaさん
参加費 会員1,200円、一般1,500円
申込み kamakura_info@yokohamaymca.org
問合せ 鎌倉YMCA　☎0467（24）7859

キリスト教理解
■とつか聖書を学ぶ会
日　時 3 月10日（木）
 午前10時30分～11時30分
会　場 オンライン（Zoom）・湘南とつかYMCA 4 階
講　師  堀野浩嗣氏（横浜戸塚バプテスト教

会牧師）
参加費 無料
問合せ 湘南とつかYMCA　☎045（864）4768
 ymsports@yokohamaymca.org
■聖書に聞く「新約聖書のイエス」
日　時 3 月18日（金）午前11時～正午
会　場 オンライン（Zoom）・横須賀YMCA
テーマ マタイ福音書の系図に挑戦！

ナビゲー ター
  横溝健正氏（横須賀第一キリストの教

会牧師）・窪田秀幸氏（日本基督教団久
里浜教会牧師）

参加費 無料
問合せ 横須賀YMCA　☎046（834）5811

イベント
■ 東日本大震災復興支援イベント
◆東日本大震災を忘れない
　 3.11 被災地復興支援イベント
日　時 3 月11日（金）午前 9 時～
会　場 舞岡地区センター
内　容 東北物産展（岩手の特産品販売）
 ワークショップ・フードドライブ
問合せ 舞岡地区センター☎045（824）1915
◆ 3.11をわすれない…つながる つどい
日　時 3 月11日（金）午後 6 時～ 8 時
会　場 オンライン（Zoom）
参加費 無料
問合せ 横浜中央YMCA　☎045（662）3721
◆ 3.11をわすれない～岩手県物産展
日　時 3 月11日（金）～31日（木）
会　場 湘南とつかYMCA　 1 階受付前
問合せ 湘南とつかYMCA　☎045（864）4768
※ 売り上げの一部を東日本大震災復興支援募

金とさせていただきます。
◆東日本大震災からの今
　～ 3.11 横須賀は忘れない～講演会
日　時 3 月 6 日（日）午後 1 時30分～ 3 時

会　場 横須賀市産業交流プラザ
 オンライン（Zoom）
参加費 無料　
申込み 横須賀市立市民活動サポートセンター
 ☎046（828）3130

子育て支援
■横浜子育てサポートシステム入会説明会
日　時 3 月 5 日（土）午前10時30分～
 3 月16日（水）午後 1 時30分～
会　場 金沢区地域子育て支援拠点とことこ
対　象  横浜子育てサポートシステムに入会

を考えている方
問合せ  横浜子育てサポートシステム金沢区

支部事務局　☎045（352）7110
■横浜子育てサポートシステム入会説明会
日　時 3 月11日（金）・22日（火）
 午前10時15分～11時15分
会　場 中区地域子育て支援拠点のんびりんこ
対　象  横浜子育てサポートシステムに入会

を考えている方
問合せ  横浜子育てサポートシステム中区支

部事務局　☎045（663）0676
■プレママDay
日　時 4 月 5 日（火）午前10時30分～
会　場 金沢区地域子育て支援拠点とことこ
内　容 タッチケア体験とおしゃべりタイム
対　象 第 1 子妊娠中の方
申込み 金沢区地域子育て支援拠点とことこ
 ☎045（780）3250

学校説明会
■横浜YMCA学院専門学校作業療法科
日　時 3 月 5 日(土)・12日(土)
 午前10時～12時30分
内　容 学校説明会
申込み ☎045（641）5785
■YMCA健康福祉専門学校
日　時  3 月 5 日(土)・12日(土)・26日(土)
 午前 9 時30分～/※午後 2 時～
内　容 AO入試説明会/※学校説明会
申込み ☎046（223）1441
■横浜YMCAスポーツ専門学校
日　時  3 月 6 日(日)・13日(日)
 午前10時～正午/午後 2 時～ 4 時
 3 月19日(土)・26日(土)
 午後 2 時～ 4 時
内　容 入試・学校説明会
申込み ☎045（864）4990
詳細はhttps://bit.ly/3k50tkH
またはQRコードをご覧ください。
■YMCA国際ビジネス専門学校
　観光ビジネス科
日　時 3 月 5 日(土)・19日(土)
 午前10時～/※午後 1 時～
内　容 学校説明会+体験会/※入試
申込み ☎044（932）2015
　 ymbiz@yokohamaymca.org
オンライン説明会等も実施しています。
詳細はQRコードをご覧ください。

　子どもの成長は、 1 分 1 秒
ごとにさまざまな場面でチャ
ンスが訪れます。YMCAで丈
夫な身体を作りませんか。
■子育てプログラム 2 回体験
対　象 年間プログラムへ初めて参加される方
クラス  ベビースイミング、親子体操、プレ

スクールなど

参加費 500円（ 2 回体験）
申込み  各YMCAまたはHP、
  https://bit.ly/3oRcyvO、

QRコードをご覧ください。
■たくましっ子クラブ
対　象 0 歳・1 歳・2 歳のお子さんと保護者
 (主に中区在住)
日　時 4 月 3 日（日）午前11時～正午
内　容 運動遊び・育児なんでも雑談会など
テーマ 「あそび・リズム・みんなでホッ」

会　場 中区地域子育て支援拠点のんびりんこ
申込み 中区地域子育て支援拠点のんびりんこ
 ☎045（780）3250
詳細はhttps://bit.ly/3v08Vb2
QRコードをご覧ください。
■お外で遊ぼう【六浦あさがお公園】
日　時 3 月25日（金）午前10時～11時30分
会　場 六浦あさがお公園（金沢区六浦南 5 -11)
「とことこ」公園サポーターがお待ちしてい
ます。外遊びを楽しみましょう。

子育て応援キャンペーン
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児
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が
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繰
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あ
と
二
カ
月
」
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い
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、

私
自
身
は
園
児
と
の
別
れ
を
思
い
、
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と
お
し
さ
と
寂
し
さ
が
急
に
心
に

押
し
寄
せ
、
涙
を
こ
ら
え
て
う
ろ
た

え
ま
し
た
▼
二
カ
月
を
切
っ
て
も
、

保
育
者
は
、
な
す
べ
き
こ
と
を
な
し
、

落
ち
着
い
て
、
子
ど
も
た
ち
を
送
り
、

迎
え
る
準
備
に
余
念
が
あ
り
ま
せ
ん
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あ
の
「
あ
と
二
カ
月
」
を
聞
い
て
、

園
長
の
私
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
、

あ
れ
以
来
続
け
て
い
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
主
イ
エ
ス
が
「
平
和

が
あ
り
ま
す
よ
う
に
と
あ
い
さ
つ
し

な
さ
い
」
と
、
12
弟
子
を
派
遣
す
る

と
き
に
お
っ
し
ゃ
っ
た
言
葉
の
実
行

で
す
▼
「
平
和
」
と
あ
り
ま
す
が
、

も
と
も
と
ユ
ダ
ヤ
の
あ
い
さ
つ
の
言

葉
の「
シ
ャ
ロ
ー
ム
」で
す
。
そ
れ
は
、

神
の
平
和
を
意
味
す
る
、
戦
争
は
な

く
、
家
族
や
自
分
の
周
囲
に
争
い
や

恐
れ
は
な
く
、
食
べ
着
ら
れ
、
寝
る

と
こ
ろ
が
用
意
さ
れ
る
。
人
び
と
は

皆
、
信
頼
し
穏
や
か
に
互
い
に
支
え

合
う
、
病
気
や
困
難
が
癒
さ
れ
る
豊

か
で
包
含
的
な
内
容
で
す
。
他
の
と

こ
ろ
で
「
祈
っ
て
あ
げ
な
さ
い
」
と

イ
エ
ス
は
言
い
ま
す
。
私
は
玄
関
に

立
ち
、
今
の
時
代
だ
か
ら
こ
そ
あ
い

さ
つ
と
祈
り
の
「
シ
ャ
ロ
ー
ム
」
の

声
を
大
き
く
し
て
い
ま
す
。 

（
準
）

世
の
中
の
子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き

く
変
化
し
て
い
ま
す
。
核
家
族
が
一
般
化
し
、

共
働
き
世
帯
も
増
加
し
て
い
ま
す
。
家
族
の
形

も
ひ
と
り
親
、
＊
ス
テ
ッ
プ
フ
ァ
ミ
リ
ー
、
外
国

に
つ
な
が
る
家
族
な
ど
さ
ら
に
複
雑
化
し
、
子

育
て
の
孤
立
が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

貧
困
家
庭
、
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
、
外
国
籍

及
び
外
国
に
つ
な
が
る
子
ど
も
な
ど
配
慮
の
必

要
な
子
ど
も
た
ち
が
増
え
て
い
ま
す
。
一
方
で
、

小
学
生
の
８
割
強
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
、情
報
化
社
会
へ
向
け
た
対
応
が
急
が
れ
ま
す
。

親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
、
子
ど

も
同
士
で
触
れ
合
う
機
会
の
減
少
に
よ
る
経
験

値
の
不
足
か
ら
、
成
長
・
発
達
に
大
切
な
「
人

と
人
」
と
の
関
わ
り
や
多
世
代
交
流
の
場
が
求

め
ら
れ
、
親
子
で
一
緒
に
育
つ
機
会
の
創
出
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

　「
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
２
０
３
４
」
で
は
、「
子
育

て
子
育
ち
」
を
一
つ
の
テ
ー
マ
と
し
展
開
し
て

い
ま
す
。『
子
育
て
』
は
、
親
（
親
の
代
わ
り

と
な
る
人
を
含
む
）
が
中
心
に
子
育
て
を
す
る

と
考
え
ら
れ
、
過
干
渉
が
強
す
ぎ
る
と
子
ど
も

の
自
発
的
な
体
験
の
機
会
が
遮
ら
れ
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

地
域
力
を
高
め
、
子
育
て
を
地
域
で
支
え
る

取
り
組
み
と
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
保

育
園
で
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
子
育
て
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
や
中
区
・
金
沢
区
に
お
け
る
地
域
子

育
て
支
援
拠
点
の
運
営
（
横
浜
市
運
営
受
託
）

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、『
子
育
ち
』
に
は
、

子
ど
も
を
主
役
と
考
え
、
子
ど
も
に
は

も
と
も
と
育
つ
力
が
備
わ
っ
て
い
る
た

め
、
子
ど
も
の
育
つ
力
を
育
て
た
い
と

い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
、
子
ど
も
た
ち

の
豊
か
な
成
長
を
支
え
る
機
会
と
環
境

の
充
実
を
図
り
、
子
育
ち
を
支
え
る
取

り
組
み
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

自
然
環
境
の
中
で
行
う
キ
ャ
ン
プ
や
わ

く
わ
く
す
る
体
験
を
通
し
新
た
な
発
見

な
ど
を
積
み
重
ね
子
ど
も
た
ち
の
感
性

が
育
ま
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

集
団
に
お
け
る
体
験
や
学
び
の
一
方

で
、
個
別
的
な
配
慮
を
必
要
と
す
る
子

ど
も
や
家
庭
へ
の
支
援
な
ど
、
地
域
や

さ
ま
ざ
ま
な
関
係
団
体
と
の
連
携
を
強

め
、
新
し
い
つ
な
が
り
を
創
出
す
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

＊ 

親
の
再
婚
あ
る
い
は
親
の
パ
ー
ト
ナ
ー
（
継

母
・
継
父
）
と
の
生
活
を
経
験
す
る
子
ど
も

の
い
る
家
族
の
こ
と
。

子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
成
長
願
い

子
育
て
子
育
ち
支
え
る
取
り
組
み

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
創
立
１
５
０
周
年
に
向
け
て

「
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
２
０
３
４
」
を
策
定

　
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
、
公
正
で
平
和
な
社
会
を
創
り
出
す
た
め
に
「
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
将
来
計
画

「
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ�

２
０
３
４
」
を
策
定
し
、
創
立
１
５
０
周
年
（
２
０
３
４
年
）
に
向
け
歩
み
を

進
め
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
４
つ
の
領
域
と
し
て
「
子
育
て
子
育
ち
」「
生
活
の
ク
オ
リ
テ
ィ

の
向
上
」「
ユ
ー
ス
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
」「
社
会
に
貢
献
」
に
取
り
組
む
中
で
、
今
号
で
は
「
子

育
て
子
育
ち
」
に
つ
い
て
共
に
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ＶISION2034 FOR HEALTHY LIVING  すべての人の「Spirit」「Mind 」「Body」が豊かに育まれ自ら「Quality of Life」を向上させていくために （4面も合わせてご参照ください）

安心して施設をご利用
いただくため、日常的な
消毒清掃、扉や窓の開放
等 の 感 染 予 防 対 策 を
行っています。

ウイルス感染防止対策の
取り組み

▼デスクペン　未来の地域や社会を創る子どもたちが豊かに育まれるよう「子育て子育ち」の取り組みを進めています。ぜひご参加ください。東日本大震災から11年。県内のYMCAでは継続して「3.11をわすれない」の活動を展開します。ご支援ご協力をよろしくお願いいたします。（直）

　
私
が
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
と
関
わ
る
き
っ
か
け
は
、

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
ス
ポ
ー
ツ
専
門
学
校
に
入

学
し
た
こ
と
で
す
。
保
育
士
に
な
り
た
い

と
い
う
小
さ
な
頃
か
ら
の
夢
と
、
長
年
続

け
て
き
た
大
好
き
な
ス
ポ
ー
ツ
も
勉
強
し

た
い
と
い
う
２
つ
の
思
い
か
ら
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。

　
専
門
学
校
に
入
学
し
て
か
ら
の
３
年
間

で
得
た
も
の
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
ひ
と

つ
は
喜
怒
哀
楽
の
全
て
を
共
に
経
験
し
、

乗
り
越
え
て
き
た
か
ら
こ
そ
信
頼
し
合
え

る
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
に
出
会
え
た
こ
と
で
す
。

あ
り
の
ま
ま
の
自
分
で
い
ら
れ
る
分
、
時
に

は
人
間
関
係
で
悩
む
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

が
、
辛
い
こ
と
も
乗
り
越
え
た
り
、
楽
し
い

と
い
う
だ
け
で
は
語
り
尽
く
せ
な
い
経
験
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

り
人
と
の
関
わ
り
が
希
薄
化
す
る
中
の
３

年
間
で
、
大
切
な
思
い
出
を
共
に
作
っ
て
く

れ
た
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
学
校
生
活
で
私
は
、
実
習
や
リ
ー
ダ
ー

活
動
を
通
し
て
実
践
的
に
保
育
を
学
び
、

将
来
に
つ
な
が
る
貴
重
な
関
わ
り
の
機
会

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
気
づ
い
た
こ

と
は
良
い
人
間
関
係
を
築
く
に
は
豊
か
な

心
を
持
ち
、自
分
を
信
頼
し
て
自
信
を
持
っ

て
人
と
関
わ
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
入
学

前
の
私
は
失

敗
を
怖
が
っ

て
い
た
り
、

こ
の
選
択
は

正
し
か
っ
た

の
か
と
変
え

ら
れ
な
い
過

去
に
不
安
を

感
じ
た
り
、

悲
観
的
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
子
ど
も
た
ち
に
接
す
る
立
場

に
な
っ
た
こ
と
で
、
自
信
が
な
い
ま
ま
子

ど
も
と
関
わ
っ
て
は
い
け
な
い
と
感
じ
ま
し

た
。
リ
ー
ダ
ー
と
い
う
自
覚
を
持
っ
て
自

信
を
持
っ
て
関
わ
ろ
う
と
意
識
す
る
こ
と

で
少
し
ず
つ
視
野
は
広
が
り
、
積
極
的
・

主
体
的
に
経
験
を
自
ら
創
り
出
そ
う
と
す

る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　
４
月
か
ら
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
保
育
園
で
働
く

に
あ
た
り
、
最
初
は
上
手
く
い
か
な
い
こ

と
が
必
ず
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
し
か

し
そ
の
失
敗
が
次
の
成
功
へ
と
つ
な
が
っ
て

い
く
こ
と
を
こ
の
３
年
間
で
経
験
し
ま
し

た
。
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
の
声
を
聴
き
、

気
持
ち
に
寄
り
添
え
る
保
育
士
を
目
指
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
大
事
な
こ
と
は
学
ぶ

こ
と
を
や
め
な
い
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
私
は
、
こ
れ
か
ら
専
門
学
校
で
学

ん
だ
こ
と
を
実
践
を
通
し
て
先
輩
方
か

ら
学
び
、
失
敗
か
ら
目
を
背
け
ず
真
剣

に
向
き
合
っ
て
い
け
る
保
育
士
を
目
指
し

ま
す
。
社
会
人
に
な
っ
て
も
、
好
奇
心

を
持
っ
て
学
び
続
け
る
こ
と
が
「
み
つ
か

る
。
つ
な
が
る
。
よ
く
な
っ
て
い
く
。」
と

い
う
こ
と
な
の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

146

豊
か
な
心
を
持
ち
、
学
び
続
け

子
ど
も
に
寄
り
添
う
保
育
士
に

 

川
宿
田
　
凜
花

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
ス
ポ
ー
ツ
専
門
学
校

ス
ポ
ー
ツ
ト
レ
ー
ナ
ー
科
　
こ
ど
も
ス
ポ
ー
ツ・
保
育
コ
ー
ス

▲ 台本から大道具まですべて学生が作成したオリジナルの
劇をYMCAの保育園で発表 (後列中央、2021年12月)

▲子どもたちの豊かな成長を支える機会や環境の充実を図る



横 浜 青 年 横 浜 青 年（ 3 ）第527号 2022年 3 月 1 日 2022年 3 月 1 日  第527号（ 2 ）

　
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
︑
2
月
11

日
に
︑
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
﹁
ピ
ー

ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
×
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
16
平

和
と
公
正
を
す
べ
て
の
人
に
﹂︵
主

催
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
会
員
事
業
委

員
会
︶
を
開
催
し
た
︒

　
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
︑
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
の
活
動
の
場
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
機
会
の
紹
介
︑
国
際
・
多
文

化
共
生
︑
人
権
︑
平
和
に
つ
い
て

参
加
者
と
と
も
に
考
え
︑
よ
り
良

い
地
域
や
社
会
を
創
る
こ
と
に
つ

な
げ
て
い
こ
う
と
行
わ
れ
た
︒

　
開
会
で
は
︑
工
藤
誠
一
理
事
長

か
ら
﹁
参
加
の
皆
さ
ま
と
と
も

に
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
理
解
を
深
め
︑
学

び
と
交
流
を
通
し
て
平
和
へ
の

願
い
を
広
く
発
信
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
﹂と
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
︒

　
特
別
講
演
会
で
は
︑
神
奈
川

県
ユ
ニ
セ
フ
協
会
関
山
万
里
子

事
務
局
長
を
迎
え
﹁
世
界
の
子

ど
も
た
ち
は
︑
い
ま
﹂
～
子
ど
も

の
﹁
い
ま
﹂
と
そ
の
﹁
権
利
﹂

を
守
る
こ
と
が
持
続
可
能
な
世

界
の
礎
に
な
る
～
を
テ
ー
マ
に
︑

子
ど
も
た
ち
の
今
と
権
利
に
つ

い
て
神
奈
川
県
ユ
ニ
セ
フ
協
会

の
取
り
組
み
の
紹
介
や
子
ど
も

た
ち
の
現
状
︑
子
ど
も
の
権
利
︑

大
人
の
役
割
な
ど
に
つ
い
て
学

ん
だ
︒
関
山
氏
は
︑
現
状
と
し

て
生
ま
れ
た
国
や
地
域
に
よ
っ

て
︑
健
や
か
な
成
長
や
そ
の
機

会
が
奪
わ
れ
︑
取
り
残
さ
れ
て
い

る
子
ど
も
た
ち
が
数
多
く
い
る

こ
と
が
報
告
さ
れ
た
︒

　
講
演
会
後
に
は
︑
参
加

者
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
グ

ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
た
︒各
グ
ル
ー

プ
で
は
︑
そ
れ
ぞ
れ
が
講

演
の
感
想
や
学
ん
だ
こ

と
︑
こ
れ
か
ら
取
り
組
み

た
い
こ
と
な
ど
に
つ
い
て

意
見
し
分
か
ち
合
い
の
時

を
も
っ
た
︒
続
く
︑
横
浜

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
活
動
紹
介
で

は
︑
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
リ
ー

ダ
ー
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

や
各
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
募
集
な
ど
に
つ
い

て
の
情
報
提
供
が
行
わ
れ

た
︒

　
最
後
に
佐
竹
博
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
総
主
事
が
﹁
未
来
の
た
め
に
子

ど
も
た
ち
の
権
利
を
守
る
こ
と
を

学
び
ま
し
た
︒
日
本
の
社
会
・

地
域
に
も
小
さ
く
さ
れ
て
い
る
危

険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
子
ど
も
た

ち
が
い
る
こ
と
に
気
付
い
て
支
援

し
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
︒
ま

た
そ
う
な
ら
な
い
社
会
を
創
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
﹂と
話
し
︑

ピ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
準
備
・
運

営
を
担
っ
た
会
員
事
業
委
員
に

感
謝
の
言
葉
を
述
べ
た
︒

　
ア
ク
セ
ス
は
1
9
3
件
と
な
り

約
2
0
0
人
の
参
加
者
が
オ
ン
ラ

イ
ン
で
つ
な
が
り
︑
平
和
に
つ
い

て
の
学
び
と
︑
誰
ひ
と
り
取
り
残

さ
な
い
社
会
の
実
現
の
た
め
に
何

が
で
き
る
か
を
考
え
︑
共
に
深
め

る
機
会
と
な
っ
た
︒

　
多
様
な
環
境
に
身
を
置
く
青
少

年
に
Ｉ
Ｔ
・
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を

学
ぶ
機
会
を
平
等
に
提
供
す
る
こ

と
を
目
指
す
︑
Ａ
ｍ
ａ
ｚ
ｏ
ｎ
が

世
界
的
な
規
模
で
展
開
し
て
い
る

地
域
貢
献
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て

Ａ
F
Ｅ
︵Am

azon Future  
Engineer

︶
を
開
催
し
て
い
る
︒

日
本
国
内
に
お
い
て

は
︑
Ａ
ｍ
ａ
ｚ
ｏ
ｎ
と

ラ
イ
フ
イ
ズ
テ
ッ
ク
︑

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
が
協
力
し
︑

未
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
に
﹁
誰
も
が
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
で
世
界
を
変
え

ら
れ
る
﹂
こ
と
を
実
感

し
て
ほ
し
い
と
体
験
会

が
行
わ
れ
て
い
る
︒

　
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で

は
︑
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

体
験
教
室
﹁
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ

イ
ト
を
作
っ
て
み
よ

う
！
﹂
を
12
月
か
ら
2
月
に
か

け
て
湘
南
と
つ
か
︑
藤
沢
︑
山

手
台
セ
ン
タ
ー
の
3
つ
の
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
で
開
催
さ
れ
小
学
4
年
生

か
ら
高
校
生
ま
で
総
計
31
人
が

参
加
し
た
︒
参
加
し
た
小
学
生

の
ひ
と
り
は
﹁
は
じ
め
て
な
の

で
ど
ん
な
サ
イ
ト
が
作
れ
る
か

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
﹂
と
感

想
を
述
べ
た
︒

　
今
回
の
体
験
教
室
で
は
︑
Ｉ

Ｔ
を
学
び
︑
一
人
ひ
と
り
の
可

能
性
を
広
げ
る
機
会
に
つ
な
げ

た
い
と
考
え
て
い
る
︒

　
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
3
月
28
日

︵
月
︶
か
ら
30
日
︵
水
︶
で
横

浜
中
央
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
に
て
開
催
を

予
定
し
て
い
る
︒

ポジティブネットをひろげよう
～今月のよくなる一歩～

おもいっきり
　　体を動かそう！
おもいっきり
　　体を動かそう！

　　(Responsibility　責任感)　　(Responsibility　責任感)

 からだ  うご

　
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
賛
助
会
は
︑
横

浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
青
少
年
育
成
や
地

域
の
人
び
と
と
と
も
に
平
和
な
社

会
を
創
る
こ
と
を
目
指
す
目
的
と

願
い
に
賛
同
し
︑
そ
の
活
動
を
援

助
︑
支
援
す
る
法
人
に
よ
り
構
成

す
る
会
員
組
織
と
な
っ
て
い
る
︒

2
0
2
1
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
な
ど
に
よ
り
︑

新
し
い
活
動
に
挑
戦
す
る
一
年
と

な
っ
た
︒

　
毎
年
行
っ
て
い
た
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
ラ
ン
支
援
の
た
め
の
異

業
種
交
流
会
は
︑
初
め
て
オ
ン
ラ

イ
ン
で
開
催
し
た
︒
聖
母
愛
児
園

の
職
員
か
ら
児
童
養
護
施
設
の
現

状
を
学
ん
だ
後
︑
オ
ン
ラ
イ
ン
に

よ
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
を
開
催
し
︑
支
援
金
を
集
め
た
︒

　
賛
助
会
各
企
業
の
そ
れ
ぞ
れ
の

特
色
を
生
か
し
養
護
施
設
の
高
校

生
を
対
象
と
し
た
﹁
マ
ナ
ー
教

室
﹂﹁
お
か
ね
の
教
室
﹂﹁
社
会
人

に
な
る
た
め
に
必
要
な
ポ
イ
ン
ト

講
座
﹂
を
開
催
し
た
︒

　
今
後
も
企
業
の
社
会
的
責
任

︵
Ｃ
Ｓ
Ｒ
︶
の
実
践
に
つ
な
が
る

活
動
を
続
け
て
い
く
︒

︻
2
0
2
1
年
度
賛
助
会
入
会
会
社
︼

　
厚
木
テ
ィ
ー
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス

︵
有
︶︑︵
株
︶安
藤
ス
ポ
ー
ツ
︑ア

ン
ド
ウ
電
気
照
明
︵
株
︶︑︵
株
︶伊

藤
園
︑上
野
ト
ラ
ン
ス
テ
ッ
ク

︵
株
︶︑︵
株
︶エ
イ
コ
ー
プ
リ
ン

ト
︑小
倉
会
計
事
務
所
︑︵
株
︶神
奈

川
新
聞
社
︑川
本
工
業︵
株
︶︑︵
株
︶

共
栄
社
︑︵
株
︶崎
陽
軒
︑協
同
電
気

︵
株
︶︑︵
株
︶グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
︑

︵
株
︶サ
カ
ク
ラ
︑︵
株
︶サ
ス
・
ス

ポ
ー
ツ
プ
ロ
ダ
ク
ト
︑サ
ン
ト
リ

　
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は
世
界
的
な
い

じ
め
反
対
運
動
﹁
ピ
ン
ク
シ
ャ
ツ

デ
ー
﹂
に
賛
同
し
︑
年
間
を
通
し

て
各
月
の
最
終
水
曜
日
に
多
く
の

人
と
と
も
に
取
り
組
ん
で
い
る
︒

2
月
の
ピ
ン
ク
シ
ャ
ツ
デ
ー
月

間
に
は
︑
紙
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ピ
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︒
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︑
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取
り
組
み
や
自
分
た
ち

の
考
え
を
伝
え
合
う
機
会
と
し
て

全
国
6
つ
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
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﹁
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︑
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︑
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︑
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︒
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▲▲ 毎月の最終水曜日に実施しているピンクシャツデー。『やさしいおとも 毎月の最終水曜日に実施しているピンクシャツデー。『やさしいおとも
だち』の紙芝居の読み聞かせを行った小規模保育園 大和YMCA保育園だち』の紙芝居の読み聞かせを行った小規模保育園 大和YMCA保育園
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に
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い
た
し
ま
す
︒

プログラミング体験教室
Ａｍａｚｏｎ・ライフイズテック・ＹＭＣＡが開催

平和と公正をすべて の 人に
オンラインでピースフォーラム開催
子 ども の 権 利 を 学 び 誰 ひとり
取り残さない社会の実現を考えた

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
使
命
に
賛
同
す
る

賛
助
会
企
業
と
地
域
活
動
展
開

Ｙ Ｍ Ｃ Ａ 子 ど も 会 議 や
ト ー ク イ ベ ン ト 実 施

FLASH NEWS

あやとりを楽しむ

ひとかき

２月20日にオンラインで開催された「SDGsよ
こはまCITY冬～国際協力・多文化共生から

のアプローチ」（よこはま国際協力・国際交流プ
ラットフォーム運営委員会主催）に、横浜YMCA
では2つのプログラムを行った。

横浜AIDS市民活動センター（横浜YMCA運営受
託）では、「性と生殖の健康と権利（SRHR）って？
～ライフスキルとしてのILADY.～」をテーマに若
者の自己決定権や人生をよりよく選択するための
ライフスキルについて考える機会とした。「ユー
スと取り組むSDGs ！」では、湘南とつかYMCA
のユースリーダーが中心となり、SDGsへの取り
組みのきっかけや環境を守る活動につなげようと
子どもたちやワイズメンズクラブのメンバーとと
もに取り組んだゴミ拾いや再生可能なエネルギー
の学びとしての発電所見学、世界や日本の電力事
情を講師を招いて行った勉強会などの報告を動画
で行った。ユースリーダーは今後も引き続き活動
を続けていきたいと話した。

東日 本 大 震 災 か ら11年 目 を 迎 え る3月11日
（金）午後6時から8時に、オンラインにおい

て「3.11をわすれない…つながる つどい」を開
催する。東日本大震災から今年で11年目を迎え、
支援の在り方も変わってきている中にあり、今後
も現状を確認し復興への歩みを共に祈る時とす
る。申し込みは、本部事務局 Tel 045-662-3721。

今回は湘南・沖縄部エクステンション委
員会の委員長として報告します。
　今、私たちは「子どもと共に絵本を楽し
む」プロジェクトに取り組んでいます。対
象は横浜YMCAの保育園の子どもたちを考え
ています。YMCAの理念である青少年の育成
に向けて、少しでも役に立つことができま
したら幸せです。横浜YMCA保育事業と連
携して進めていけるよう、保育事業に相談
しながら進めています。
　常に子どもたちと触れあい、中長期的に
取り組みながら、その結果としてお互いに
絵本を楽しみ、子どもたちがすくすく成長
していけることを祈っています。
（横浜つづきワイズメン&ウィメンズクラブ 会長　辻 剛）

子どもと共に絵本を楽しむ会
横浜つづきワイズメン&ウィメンズクラブ

日本IBMに入社し、人事を希望しましたが、キャ
ンプ座間IBMの事務所に派遣され、人事総務を担
当しました。アメリカの人事政策は大変勉強になり
ました。6年後には、アジア太平洋地域の本部、別
法人にて人事総務課長を担当しました。1965年に
は、韓国IBMを創設するにあたり、人事の制度を確
立するために韓国に行きました。そこでは植民地と
された際に、宗教や名前も変えることを強いた日本
人は大嫌いと言われことに衝撃を受けました。この
時の苦い思いが後年、私が横浜YMCAと韓国・光
州YMCAの交流を図る上での原動力になったと思い
ます。

また、ニューヨークに住んでいる時、出会った老
夫婦から、あなたは何人家族でどこから来たかと
聞かれました。日本から来たと伝えたら、その夫妻
は怒って、戦争でおまえたちが、最愛の息子を殺し
たと言われ、びっくりしました。

日本に戻り、横浜北YMCAの運営委員長として開
設の準備をしていた橋川正夫氏からの推薦で運営
委員となってから、これまでボランティアとして
YMCAに関わっています。戦争が残した心の隔たり
や憎しみをなくすことは難しいですが、光州YMCAと
の関わりや私の高校の先生との出会いなどから気
持ちが寄り添うことが出来たり、憎しみが薄れるよ
うに、人と人が関わり、長い年月をかけて平和を創
る心につながっていくことを願っています。

　　　　   （横浜YMCA元理事・常議員　茂木 雄）
※戦争体験をお伝えいただける方は編集部(本部事務
　局 広報)へご連絡くださるようお願いいたします。

体験を平和につなぐ vol.8
戦争が残したもの…平和とは

総主事総主事
佐 竹 　 博佐 竹 　 博

1
月
14
日
1
1
1
5
人
︵
以
降

2
月
4
日
ま
で
1
週
間
ご
と
︶
3

4
0
9
人
︑
6
4
6
8
人
︑
9
0

0
2
人
は
︑
神
奈
川
県
発
表
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
陽
性
患
者
数

の
推
移
で
あ
る
︒
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の
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れ
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に
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︒
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︑
減

れ
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ぎ
︑
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値
の

上
下
に
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れ
て
い
る
︒
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機
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売
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︑
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﹁
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﹂
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﹁
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﹂
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︑
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︒
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︑
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︑
家
族
の
こ

と
な
ど
に
つ
い
て
も
︑
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︒
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︑
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︒
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︒
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﹃
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︑
も
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た
ち
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︒
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︶
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︒

　
今
年
も
3
・
11
を
迎
え
る
︒
あ

れ
か
ら
11
年
︒
日
数
と
い
う
数
値

の
経
過
だ
け
で
な
く
思
い
を
寄

せ
︑
迎
え
た
い
︒
ま
た
︑
す
べ
て

の
活
動
に
お
い
て
一
人
ひ
と
り

に
寄
り
添
い
共
に
あ
ろ
う
と
す

る
中
で
︑
数
字
の
示
す
意
味
を
冷

静
に
捉
え
︑
ど
の
よ
う
に
行
動
す

る
か
を
考
え
︑
数
字
に
支
配
さ
れ

な
い
心
を
大
切
に
し
て
生
き
て

い
き
た
い
︒

数 値 と心数 値 と心

　先日4歳から5歳児の保育室にあ
やとりのひもを置いておいたとこ
ろ、一気にあやとりブームになり
ました。
　保育士に教えてもらって出来る
ようになった子が友だちに教え伝
承したり、技を教えあったり、あ
やとりの本を見ながら、ひとりで
じっくり研究したりしている姿が
見られました。
　手品の要素を含んだ「パッチン
ほうき」や「手首抜き」を披露す
ると4歳から6歳くらいの子どもた
ちはとても興味をもって、「やっ
てみたい！」とはじめに覚える技

として人気です。
　二人あやとりで「田んぼ→川→
ふね→…」と保育者や友だちと順
番にひもをとって、ずっと続いて
いく様子も楽しそうでした。「あ
やとり」で遊んだことのある方も
多くいると思いますが、やったこ
とのない方、忘れてしまった方も
多くいると思います。
　手に取ると大人も楽しめるあや
とりをぜひ手に取ってお子さんと
一緒に楽しんでみてはいかがで
しょうか？
（YMCAとつか保育園　
　　　　　主任　後藤基子）
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の
取
り
組
み
﹂﹁
施
設
で
安
心
し
た
生

活
を
送
り
た
い
﹂﹁
車
椅
子
の
自
操
に
向
け

た
介
護
過
程
﹂
な
ど
の
テ
ー
マ
を
通
じ
︑

利
用
者
の
喜
び
や
希
望
を
大
切
に
す
る
支

援
︑
小
さ
な
変
化
を
見
逃
さ
な
い
な
ど
の

介
護
観
を
得
ら
れ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
︒

　
一
方
︑
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
ス
ポ
ー
ツ
専
門

学
校
で
は
︑
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
当
初
の
予

定
を
延
期
し
２
月
末
と
な
っ
た
︒

▲「マナー講座」にて面接官を務めた川本
工業㈱・㈱日新の皆さま

▲ 子どもたちが水を汲むために使うカメを紹介し教育の機 会の大 切
さについて説明する関山氏

厚木
専
門
学
校
生
が

卒
業
研
究
発
表

▲  I T 学ぶ 機 会 を提 供しW E B サイト作りにチャレンジ
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横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
︑
2
月
11

日
に
︑
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
﹁
ピ
ー

ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
×
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
16
平

和
と
公
正
を
す
べ
て
の
人
に
﹂︵
主

催
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
会
員
事
業
委

員
会
︶
を
開
催
し
た
︒

　
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
︑
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
の
活
動
の
場
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
機
会
の
紹
介
︑
国
際
・
多
文

化
共
生
︑
人
権
︑
平
和
に
つ
い
て

参
加
者
と
と
も
に
考
え
︑
よ
り
良

い
地
域
や
社
会
を
創
る
こ
と
に
つ

な
げ
て
い
こ
う
と
行
わ
れ
た
︒

　
開
会
で
は
︑
工
藤
誠
一
理
事
長

か
ら
﹁
参
加
の
皆
さ
ま
と
と
も

に
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
理
解
を
深
め
︑
学

び
と
交
流
を
通
し
て
平
和
へ
の

願
い
を
広
く
発
信
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
﹂と
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
︒

　
特
別
講
演
会
で
は
︑
神
奈
川

県
ユ
ニ
セ
フ
協
会
関
山
万
里
子

事
務
局
長
を
迎
え
﹁
世
界
の
子

ど
も
た
ち
は
︑
い
ま
﹂
～
子
ど
も

の
﹁
い
ま
﹂
と
そ
の
﹁
権
利
﹂

を
守
る
こ
と
が
持
続
可
能
な
世

界
の
礎
に
な
る
～
を
テ
ー
マ
に
︑

子
ど
も
た
ち
の
今
と
権
利
に
つ

い
て
神
奈
川
県
ユ
ニ
セ
フ
協
会

の
取
り
組
み
の
紹
介
や
子
ど
も

た
ち
の
現
状
︑
子
ど
も
の
権
利
︑

大
人
の
役
割
な
ど
に
つ
い
て
学

ん
だ
︒
関
山
氏
は
︑
現
状
と
し

て
生
ま
れ
た
国
や
地
域
に
よ
っ

て
︑
健
や
か
な
成
長
や
そ
の
機

会
が
奪
わ
れ
︑
取
り
残
さ
れ
て
い

る
子
ど
も
た
ち
が
数
多
く
い
る

こ
と
が
報
告
さ
れ
た
︒

　
講
演
会
後
に
は
︑
参
加

者
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
グ

ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
た
︒各
グ
ル
ー

プ
で
は
︑
そ
れ
ぞ
れ
が
講

演
の
感
想
や
学
ん
だ
こ

と
︑
こ
れ
か
ら
取
り
組
み

た
い
こ
と
な
ど
に
つ
い
て

意
見
し
分
か
ち
合
い
の
時

を
も
っ
た
︒
続
く
︑
横
浜

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
活
動
紹
介
で

は
︑
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
リ
ー

ダ
ー
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

や
各
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
募
集
な
ど
に
つ
い

て
の
情
報
提
供
が
行
わ
れ

た
︒

　
最
後
に
佐
竹
博
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
総
主
事
が
﹁
未
来
の
た
め
に
子

ど
も
た
ち
の
権
利
を
守
る
こ
と
を

学
び
ま
し
た
︒
日
本
の
社
会
・

地
域
に
も
小
さ
く
さ
れ
て
い
る
危

険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
子
ど
も
た

ち
が
い
る
こ
と
に
気
付
い
て
支
援

し
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
︒
ま

た
そ
う
な
ら
な
い
社
会
を
創
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
﹂と
話
し
︑

ピ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
準
備
・
運

営
を
担
っ
た
会
員
事
業
委
員
に

感
謝
の
言
葉
を
述
べ
た
︒

　
ア
ク
セ
ス
は
1
9
3
件
と
な
り

約
2
0
0
人
の
参
加
者
が
オ
ン
ラ

イ
ン
で
つ
な
が
り
︑
平
和
に
つ
い

て
の
学
び
と
︑
誰
ひ
と
り
取
り
残

さ
な
い
社
会
の
実
現
の
た
め
に
何

が
で
き
る
か
を
考
え
︑
共
に
深
め

る
機
会
と
な
っ
た
︒

　
多
様
な
環
境
に
身
を
置
く
青
少

年
に
Ｉ
Ｔ
・
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を

学
ぶ
機
会
を
平
等
に
提
供
す
る
こ

と
を
目
指
す
︑
Ａ
ｍ
ａ
ｚ
ｏ
ｎ
が

世
界
的
な
規
模
で
展
開
し
て
い
る

地
域
貢
献
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て

Ａ
F
Ｅ
︵Am

azon Future  
Engineer

︶
を
開
催
し
て
い
る
︒

日
本
国
内
に
お
い
て

は
︑
Ａ
ｍ
ａ
ｚ
ｏ
ｎ
と

ラ
イ
フ
イ
ズ
テ
ッ
ク
︑

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
が
協
力
し
︑

未
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
に
﹁
誰
も
が
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
で
世
界
を
変
え

ら
れ
る
﹂
こ
と
を
実
感

し
て
ほ
し
い
と
体
験
会

が
行
わ
れ
て
い
る
︒

　
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で

は
︑
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

体
験
教
室
﹁
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ

イ
ト
を
作
っ
て
み
よ

う
！
﹂
を
12
月
か
ら
2
月
に
か

け
て
湘
南
と
つ
か
︑
藤
沢
︑
山

手
台
セ
ン
タ
ー
の
3
つ
の
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
で
開
催
さ
れ
小
学
4
年
生

か
ら
高
校
生
ま
で
総
計
31
人
が

参
加
し
た
︒
参
加
し
た
小
学
生

の
ひ
と
り
は
﹁
は
じ
め
て
な
の

で
ど
ん
な
サ
イ
ト
が
作
れ
る
か

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
﹂
と
感

想
を
述
べ
た
︒

　
今
回
の
体
験
教
室
で
は
︑
Ｉ

Ｔ
を
学
び
︑
一
人
ひ
と
り
の
可

能
性
を
広
げ
る
機
会
に
つ
な
げ

た
い
と
考
え
て
い
る
︒

　
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
3
月
28
日

︵
月
︶
か
ら
30
日
︵
水
︶
で
横

浜
中
央
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
に
て
開
催
を

予
定
し
て
い
る
︒

ポジティブネットをひろげよう
～今月のよくなる一歩～

おもいっきり
　　体を動かそう！
おもいっきり
　　体を動かそう！

　　(Responsibility　責任感)　　(Responsibility　責任感)

 からだ  うご

　
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
賛
助
会
は
︑
横

浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
青
少
年
育
成
や
地

域
の
人
び
と
と
と
も
に
平
和
な
社

会
を
創
る
こ
と
を
目
指
す
目
的
と

願
い
に
賛
同
し
︑
そ
の
活
動
を
援

助
︑
支
援
す
る
法
人
に
よ
り
構
成

す
る
会
員
組
織
と
な
っ
て
い
る
︒

2
0
2
1
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
な
ど
に
よ
り
︑

新
し
い
活
動
に
挑
戦
す
る
一
年
と

な
っ
た
︒

　
毎
年
行
っ
て
い
た
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
ラ
ン
支
援
の
た
め
の
異

業
種
交
流
会
は
︑
初
め
て
オ
ン
ラ

イ
ン
で
開
催
し
た
︒
聖
母
愛
児
園

の
職
員
か
ら
児
童
養
護
施
設
の
現

状
を
学
ん
だ
後
︑
オ
ン
ラ
イ
ン
に

よ
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
を
開
催
し
︑
支
援
金
を
集
め
た
︒

　
賛
助
会
各
企
業
の
そ
れ
ぞ
れ
の

特
色
を
生
か
し
養
護
施
設
の
高
校

生
を
対
象
と
し
た
﹁
マ
ナ
ー
教

室
﹂﹁
お
か
ね
の
教
室
﹂﹁
社
会
人

に
な
る
た
め
に
必
要
な
ポ
イ
ン
ト

講
座
﹂
を
開
催
し
た
︒

　
今
後
も
企
業
の
社
会
的
責
任

︵
Ｃ
Ｓ
Ｒ
︶
の
実
践
に
つ
な
が
る

活
動
を
続
け
て
い
く
︒

︻
2
0
2
1
年
度
賛
助
会
入
会
会
社
︼

　
厚
木
テ
ィ
ー
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス

︵
有
︶︑︵
株
︶安
藤
ス
ポ
ー
ツ
︑ア

ン
ド
ウ
電
気
照
明
︵
株
︶︑︵
株
︶伊

藤
園
︑上
野
ト
ラ
ン
ス
テ
ッ
ク

︵
株
︶︑︵
株
︶エ
イ
コ
ー
プ
リ
ン

ト
︑小
倉
会
計
事
務
所
︑︵
株
︶神
奈

川
新
聞
社
︑川
本
工
業︵
株
︶︑︵
株
︶

共
栄
社
︑︵
株
︶崎
陽
軒
︑協
同
電
気

︵
株
︶︑︵
株
︶グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
︑

︵
株
︶サ
カ
ク
ラ
︑︵
株
︶サ
ス
・
ス

ポ
ー
ツ
プ
ロ
ダ
ク
ト
︑サ
ン
ト
リ

　
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は
世
界
的
な
い

じ
め
反
対
運
動
﹁
ピ
ン
ク
シ
ャ
ツ

デ
ー
﹂
に
賛
同
し
︑
年
間
を
通
し

て
各
月
の
最
終
水
曜
日
に
多
く
の

人
と
と
も
に
取
り
組
ん
で
い
る
︒

2
月
の
ピ
ン
ク
シ
ャ
ツ
デ
ー
月

間
に
は
︑
紙
芝
居
や
マ
ン
ガ
を
用

い
て
ピ
ン
ク
シ
ャ
ツ
デ
ー
の
意
味

や
い
じ
め
を
な
く
す
こ
と
に
つ
い

て
自
分
た
ち
に
何
が
で
き
る
か
を

考
え
る
機
会
を
も
っ
た
︒

2
月
21
日
に
は
︑
ピ
ン
ク
シ
ャ

ツ
デ
ー
の
取
り
組
み
や
自
分
た
ち

の
考
え
を
伝
え
合
う
機
会
と
し
て

全
国
6
つ
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
﹁
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
子
ど
も
会
議
﹂が
開
催
さ
れ
︑

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー

ル
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
た
︒

ピ
ン
ク
シ
ャ
ツ
デ
ー
の
意

味
や
︑
い
じ
め
を
な
く
す

た
め
に
言
葉
遣
い
に
注
意

す
る
こ
と
な
ど
自
分
た
ち

が
で
き
る
こ
と
を
︑
全
国

の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
友
だ
ち
と

確
認
し
合
っ
た
︒

2
月
23
日
の
ピ
ン
ク

シ
ャ
ツ
デ
ー
当
日
は
︑ト
ー

ク
イ
ベ
ン
ト﹁
ピ
ン
ク
シ
ャ

ツ
デ
ー
っ
て
な
ぁ
に
？
～

い
じ
め
の
な
い
社
会
を
め

ざ
し
て
﹂
を
オ
ン
ラ
イ
ン

に
て
開
催
し
た
︒
ス
ピ
ー

カ
ー
の
百
瀬
ミ
レ
ナ
美
恵

さ
ん
︵
保
育
士
︶︑
酒
井
隆
成
さ

ん
︵
大
学
生
︶
は
︑
小
学
生
の
時

に
受
け
た
差
別
や
い
じ
め
の
経
験

に
つ
い
て
語
り
︑
状
況
を
理
解
し

悩
み
に
寄
り
添
っ
て
く
れ
る
人
の

存
在
に
よ
り
支
え
ら
れ
て
き
た
こ

と
を
伝
え
た
︒
川
浦
弥
生
さ
ん︵
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
︶
は
︑
い

じ
め
に
関
す
る
不
安
や
悩
み
に
周

り
の
人
が
寄
り
添
う
こ
と
の
大
切

さ
に
言
及
し
︑
参
加
者
と
と
も
に

学
ぶ
機
会
と
な
っ
た
︒

　
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
引
き
続
き
︑

毎
月
最
終
水
曜
日
を
ピ
ン
ク
シ
ャ

ツ
デ
ー
と
し
て
取
り
組
み
︑
い
じ
め

の
な
い
社
会
を
目
指
し
て
い
く
︒

いじめのない 社 会 を創る
ピ ン ク シ ャ ツ デ ー 

▲▲ 毎月の最終水曜日に実施しているピンクシャツデー。『やさしいおとも 毎月の最終水曜日に実施しているピンクシャツデー。『やさしいおとも
だち』の紙芝居の読み聞かせを行った小規模保育園 大和YMCA保育園だち』の紙芝居の読み聞かせを行った小規模保育園 大和YMCA保育園

ー
ビ
バ
レ
ッ
ジ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

︵
株
︶︑湘
南
ひ
か
り
の
く
に

︵
株
︶︑大
成
建
設
︵
株
︶横
浜
支

店
︑︵
株
︶ダ
イ
イ
チ
︑ダ
イ
ド
ー
ド

リ
ン
コ
︵
株
︶︑タ
カ
ナ
シ
乳
業

︵
株
︶︑タ
カ
ノ
︵
株
︶︑︵
株
︶テ
レ

ビ
神
奈
川
︑︵
福
︶東
京
コ
ロ
ニ
ー

東
京
都
大
田
福
祉
工
場
︑戸
田
建

設
︵
株
︶横
浜
支
店
︑ナ
シ
ョ
ナ
ル・

ベ
ン
デ
ィ
ン
グ
︵
株
︶︑︵
株
︶日
栄

ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
︑日
興
テ
ク
ノ
ス

︵
株
︶︑︵
株
︶日
新
︑三
菱
H
Ｃ
ビ

ジ
ネ
ス
リ
ー
ス
︵
株
︶︑︵
株
︶フ
ェ

ア
ス
タ
ー
ト
︑藤
木
企
業
︵
株
︶︑

富
士
フ
ィ
ル
ム
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
ジ
ャ
パ
ン
︵
株
︶神
奈
川

支
社
︑富
士
倉
庫
︵
株
︶︑扶
桑
電
機

︵
株
︶︑︵
株
︶ホ
テ
ル
︑ニ
ュ
ー
グ
ラ

ン
ド
︑︵
株
︶横
浜
ポ
ン
パ
ド
ウ
ル
︑

丸
全
昭
和
運
輸
︵
株
︶︑三
丸
興
業

︵
株
︶︑︵
株
︶大
和
生
花
店
︑︵
株
︶有

隣
堂
︑︵
株
︶ヨ
コ
ソ
ー
︑︵
株
︶ヨ
コ

ソ
ー
横
須
賀
支
店
︑横
浜
エ
レ
ベ
ー

タ
︵
株
︶︑︵
株
︶横
浜
銀
行
︑横
浜
商

工
会
議
所
︑︵
株
︶横
浜
ス
タ
ジ
ア

ム
︑株
式
会
社
Ｙ
Ｓ
Ｇ
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
︑︵
特
非
︶よ
こ
は
ま
地
域
福

祉
研
究
セ
ン
タ
ー
︑ヨ
シ
ダ
電
子

︵
株
︶︑理
想
科
学
工
業
︵
株
︶横
浜

支
店
︑︵
有
︶ワ
イ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ

ン
︵
順
不
同
・
敬
称
略
1
月
31
日

ま
で
︶︒
　

2
0
2
1
年
度
の
サ
ポ
ー
ト
に

感
謝
い
た
し
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プログラミング体験教室
Ａｍａｚｏｎ・ライフイズテック・ＹＭＣＡが開催

平和と公正をすべて の 人に
オンラインでピースフォーラム開催
子 ども の 権 利 を 学 び 誰 ひとり
取り残さない社会の実現を考えた

Ｙ
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の
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に
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開
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ト ー ク イ ベ ン ト 実 施

FLASH NEWS

あやとりを楽しむ

ひとかき

２月20日にオンラインで開催された「SDGsよ
こはまCITY冬～国際協力・多文化共生から

のアプローチ」（よこはま国際協力・国際交流プ
ラットフォーム運営委員会主催）に、横浜YMCA
では2つのプログラムを行った。

横浜AIDS市民活動センター（横浜YMCA運営受
託）では、「性と生殖の健康と権利（SRHR）って？
～ライフスキルとしてのILADY.～」をテーマに若
者の自己決定権や人生をよりよく選択するための
ライフスキルについて考える機会とした。「ユー
スと取り組むSDGs ！」では、湘南とつかYMCA
のユースリーダーが中心となり、SDGsへの取り
組みのきっかけや環境を守る活動につなげようと
子どもたちやワイズメンズクラブのメンバーとと
もに取り組んだゴミ拾いや再生可能なエネルギー
の学びとしての発電所見学、世界や日本の電力事
情を講師を招いて行った勉強会などの報告を動画
で行った。ユースリーダーは今後も引き続き活動
を続けていきたいと話した。

東日 本 大 震 災 か ら11年 目 を 迎 え る3月11日
（金）午後6時から8時に、オンラインにおい

て「3.11をわすれない…つながる つどい」を開
催する。東日本大震災から今年で11年目を迎え、
支援の在り方も変わってきている中にあり、今後
も現状を確認し復興への歩みを共に祈る時とす
る。申し込みは、本部事務局 Tel 045-662-3721。

今回は湘南・沖縄部エクステンション委
員会の委員長として報告します。
　今、私たちは「子どもと共に絵本を楽し
む」プロジェクトに取り組んでいます。対
象は横浜YMCAの保育園の子どもたちを考え
ています。YMCAの理念である青少年の育成
に向けて、少しでも役に立つことができま
したら幸せです。横浜YMCA保育事業と連
携して進めていけるよう、保育事業に相談
しながら進めています。
　常に子どもたちと触れあい、中長期的に
取り組みながら、その結果としてお互いに
絵本を楽しみ、子どもたちがすくすく成長
していけることを祈っています。
（横浜つづきワイズメン&ウィメンズクラブ 会長　辻 剛）

子どもと共に絵本を楽しむ会
横浜つづきワイズメン&ウィメンズクラブ

日本IBMに入社し、人事を希望しましたが、キャ
ンプ座間IBMの事務所に派遣され、人事総務を担
当しました。アメリカの人事政策は大変勉強になり
ました。6年後には、アジア太平洋地域の本部、別
法人にて人事総務課長を担当しました。1965年に
は、韓国IBMを創設するにあたり、人事の制度を確
立するために韓国に行きました。そこでは植民地と
された際に、宗教や名前も変えることを強いた日本
人は大嫌いと言われことに衝撃を受けました。この
時の苦い思いが後年、私が横浜YMCAと韓国・光
州YMCAの交流を図る上での原動力になったと思い
ます。

また、ニューヨークに住んでいる時、出会った老
夫婦から、あなたは何人家族でどこから来たかと
聞かれました。日本から来たと伝えたら、その夫妻
は怒って、戦争でおまえたちが、最愛の息子を殺し
たと言われ、びっくりしました。

日本に戻り、横浜北YMCAの運営委員長として開
設の準備をしていた橋川正夫氏からの推薦で運営
委員となってから、これまでボランティアとして
YMCAに関わっています。戦争が残した心の隔たり
や憎しみをなくすことは難しいですが、光州YMCAと
の関わりや私の高校の先生との出会いなどから気
持ちが寄り添うことが出来たり、憎しみが薄れるよ
うに、人と人が関わり、長い年月をかけて平和を創
る心につながっていくことを願っています。

　　　　   （横浜YMCA元理事・常議員　茂木 雄）
※戦争体験をお伝えいただける方は編集部(本部事務
　局 広報)へご連絡くださるようお願いいたします。

体験を平和につなぐ vol.8
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　先日4歳から5歳児の保育室にあ
やとりのひもを置いておいたとこ
ろ、一気にあやとりブームになり
ました。
　保育士に教えてもらって出来る
ようになった子が友だちに教え伝
承したり、技を教えあったり、あ
やとりの本を見ながら、ひとりで
じっくり研究したりしている姿が
見られました。
　手品の要素を含んだ「パッチン
ほうき」や「手首抜き」を披露す
ると4歳から6歳くらいの子どもた
ちはとても興味をもって、「やっ
てみたい！」とはじめに覚える技

として人気です。
　二人あやとりで「田んぼ→川→
ふね→…」と保育者や友だちと順
番にひもをとって、ずっと続いて
いく様子も楽しそうでした。「あ
やとり」で遊んだことのある方も
多くいると思いますが、やったこ
とのない方、忘れてしまった方も
多くいると思います。
　手に取ると大人も楽しめるあや
とりをぜひ手に取ってお子さんと
一緒に楽しんでみてはいかがで
しょうか？
（YMCAとつか保育園　
　　　　　主任　後藤基子）
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▲「マナー講座」にて面接官を務めた川本
工業㈱・㈱日新の皆さま

▲ 子どもたちが水を汲むために使うカメを紹介し教育の機 会の大 切
さについて説明する関山氏
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学
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▲  I T 学ぶ 機 会 を提 供しW E B サイト作りにチャレンジ
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横浜青年

　 横浜中央YMCA英語幼児園
（YMCA Global Kindergarten 

=YGK）では、「YGKサイエンスク
ラブ」を行っています。クラブ
では一人ひとりがしたい遊びに
集中する時間と、わくわくする
ようなサイエンス活動を合わせて
取り組み、英
語でのコミュ
ニケーションも
活発に楽しん
でいます。

　アフタースクール事業は、各
クラブがオンラインにてSDGs
の取り組みを発表しました。
このうちYMCA青山学院横浜
英和小学校アフタースクール
では、語り部の方の話を聞き、
平和について考えたほか、平和
月間には、絵
本 な ど を 読
み、平和の思
いを共にしま
した。

サイエンスクラブ
楽しく学ぶ

　SPIRIT（精神）・MIND（知性）・
BODY（身体）を健やかに育む
ことはYMCAキャンプの目的の
一つです。文部科学省では子
どもの自然体験活動が成長過
程で大切であると伝えていま
す。健康教育事業では自然体
験やスポーツ
を通し、子育
て子育ちをサ
ポートしてい
ます。

SDGs・平和の活動を
子どもたちが発表

　横浜YMCAの14の保育園で
は、コロナ禍にあっても地域
の子育て支援の取り組みとし
てオンラインにて子育て支援
のプログラムを開催していま
す。「おやこたいそう」「えい
ごあそび」「プレママ交流会」
「子育て
座談会」
などが行
われてい
ます。

自然体験やキャンプで
健やかな成長

　横浜YMCAでは、横浜市中区
と金沢区にて横浜市地域子育
て支援拠点「のんびりんこ」「と
ことこ」の運営を受託していま
す。安心して子育てができるよ
う、乳幼児の親子の居場所と
して、交流するスペースの提供、
子育て相談、
子育て情報
の提供など
を行ってい
ます。

コロナ禍 オンライン
子育て支援

地域子育て支援拠点
子育て支援＝親支援

● 新型コロナウイルスの感染・拡大防止のた
め、イベントを延期・中止させていただく
場合があります。（参加費は税込み）

レクチャー
■イングリッシュセミナー
日　時 3 月18日（金）午前10時～正午
会　場 オンライン（Zoom）
テーマ  Panama, General Culture and
  Gastronomy
ゲスト Fatima Isabella Reina Peñaさん
参加費 会員1,200円、一般1,500円
申込み kamakura_info@yokohamaymca.org
問合せ 鎌倉YMCA　☎0467（24）7859

キリスト教理解
■とつか聖書を学ぶ会
日　時 3 月10日（木）
 午前10時30分～11時30分
会　場 オンライン（Zoom）・湘南とつかYMCA 4 階
講　師  堀野浩嗣氏（横浜戸塚バプテスト教

会牧師）
参加費 無料
問合せ 湘南とつかYMCA　☎045（864）4768
 ymsports@yokohamaymca.org
■聖書に聞く「新約聖書のイエス」
日　時 3 月18日（金）午前11時～正午
会　場 オンライン（Zoom）・横須賀YMCA
テーマ マタイ福音書の系図に挑戦！

ナビゲー ター
  横溝健正氏（横須賀第一キリストの教

会牧師）・窪田秀幸氏（日本基督教団久
里浜教会牧師）

参加費 無料
問合せ 横須賀YMCA　☎046（834）5811

イベント
■ 東日本大震災復興支援イベント
◆東日本大震災を忘れない
　 3.11 被災地復興支援イベント
日　時 3 月11日（金）午前 9 時～
会　場 舞岡地区センター
内　容 東北物産展（岩手の特産品販売）
 ワークショップ・フードドライブ
問合せ 舞岡地区センター☎045（824）1915
◆ 3.11をわすれない…つながる つどい
日　時 3 月11日（金）午後 6 時～ 8 時
会　場 オンライン（Zoom）
参加費 無料
問合せ 横浜中央YMCA　☎045（662）3721
◆ 3.11をわすれない～岩手県物産展
日　時 3 月11日（金）～31日（木）
会　場 湘南とつかYMCA　 1 階受付前
問合せ 湘南とつかYMCA　☎045（864）4768
※ 売り上げの一部を東日本大震災復興支援募

金とさせていただきます。
◆東日本大震災からの今
　～ 3.11 横須賀は忘れない～講演会
日　時 3 月 6 日（日）午後 1 時30分～ 3 時

会　場 横須賀市産業交流プラザ
 オンライン（Zoom）
参加費 無料　
申込み 横須賀市立市民活動サポートセンター
 ☎046（828）3130

子育て支援
■横浜子育てサポートシステム入会説明会
日　時 3 月 5 日（土）午前10時30分～
 3 月16日（水）午後 1 時30分～
会　場 金沢区地域子育て支援拠点とことこ
対　象  横浜子育てサポートシステムに入会

を考えている方
問合せ  横浜子育てサポートシステム金沢区

支部事務局　☎045（352）7110
■横浜子育てサポートシステム入会説明会
日　時 3 月11日（金）・22日（火）
 午前10時15分～11時15分
会　場 中区地域子育て支援拠点のんびりんこ
対　象  横浜子育てサポートシステムに入会

を考えている方
問合せ  横浜子育てサポートシステム中区支

部事務局　☎045（663）0676
■プレママDay
日　時 4 月 5 日（火）午前10時30分～
会　場 金沢区地域子育て支援拠点とことこ
内　容 タッチケア体験とおしゃべりタイム
対　象 第 1 子妊娠中の方
申込み 金沢区地域子育て支援拠点とことこ
 ☎045（780）3250

学校説明会
■横浜YMCA学院専門学校作業療法科
日　時 3 月 5 日(土)・12日(土)
 午前10時～12時30分
内　容 学校説明会
申込み ☎045（641）5785
■YMCA健康福祉専門学校
日　時  3 月 5 日(土)・12日(土)・26日(土)
 午前 9 時30分～/※午後 2 時～
内　容 AO入試説明会/※学校説明会
申込み ☎046（223）1441
■横浜YMCAスポーツ専門学校
日　時  3 月 6 日(日)・13日(日)
 午前10時～正午/午後 2 時～ 4 時
 3 月19日(土)・26日(土)
 午後 2 時～ 4 時
内　容 入試・学校説明会
申込み ☎045（864）4990
詳細はhttps://bit.ly/3k50tkH
またはQRコードをご覧ください。
■YMCA国際ビジネス専門学校
　観光ビジネス科
日　時 3 月 5 日(土)・19日(土)
 午前10時～/※午後 1 時～
内　容 学校説明会+体験会/※入試
申込み ☎044（932）2015
　 ymbiz@yokohamaymca.org
オンライン説明会等も実施しています。
詳細はQRコードをご覧ください。

　子どもの成長は、 1 分 1 秒
ごとにさまざまな場面でチャ
ンスが訪れます。YMCAで丈
夫な身体を作りませんか。
■子育てプログラム 2 回体験
対　象 年間プログラムへ初めて参加される方
クラス  ベビースイミング、親子体操、プレ

スクールなど

参加費 500円（ 2 回体験）
申込み  各YMCAまたはHP、
  https://bit.ly/3oRcyvO、

QRコードをご覧ください。
■たくましっ子クラブ
対　象 0 歳・1 歳・2 歳のお子さんと保護者
 (主に中区在住)
日　時 4 月 3 日（日）午前11時～正午
内　容 運動遊び・育児なんでも雑談会など
テーマ 「あそび・リズム・みんなでホッ」

会　場 中区地域子育て支援拠点のんびりんこ
申込み 中区地域子育て支援拠点のんびりんこ
 ☎045（780）3250
詳細はhttps://bit.ly/3v08Vb2
QRコードをご覧ください。
■お外で遊ぼう【六浦あさがお公園】
日　時 3 月25日（金）午前10時～11時30分
会　場 六浦あさがお公園（金沢区六浦南 5 -11)
「とことこ」公園サポーターがお待ちしてい
ます。外遊びを楽しみましょう。

子育て応援キャンペーン

園
児
の
登
園
と
帰
宅

時
に
玄
関
に
立
つ
私

に
、
一
月
の
中
頃
で
し

た
。
年
長
の
園
児
の
一

人
が
、
帰
宅
の
た
め
の

扉
を
静
か
に
開
け
、
私

に
「
あ
と
二
カ
月
」
と

同
じ
言
葉
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。
私

は
年
度
の
終
わ
り
が
間
近
で
あ
る
こ

と
を
意
識
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、

そ
の
子
の
繰
り
返
す
言
葉
に
驚
き
ま

し
た
▼
４
月
か
ら
の
新
し
い
生
活
の

心
配
や
不
安
、
あ
る
い
は
長
か
っ
た

こ
れ
ま
で
の
幼
稚
園
の
日
々
を
な
つ

か
し
む
言
葉
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
「
あ
と
二
カ
月
」
を
聞
い
て
、

私
自
身
は
園
児
と
の
別
れ
を
思
い
、

い
と
お
し
さ
と
寂
し
さ
が
急
に
心
に

押
し
寄
せ
、
涙
を
こ
ら
え
て
う
ろ
た

え
ま
し
た
▼
二
カ
月
を
切
っ
て
も
、

保
育
者
は
、
な
す
べ
き
こ
と
を
な
し
、

落
ち
着
い
て
、
子
ど
も
た
ち
を
送
り
、

迎
え
る
準
備
に
余
念
が
あ
り
ま
せ
ん
。

あ
の
「
あ
と
二
カ
月
」
を
聞
い
て
、

園
長
の
私
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
、

あ
れ
以
来
続
け
て
い
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
主
イ
エ
ス
が
「
平
和

が
あ
り
ま
す
よ
う
に
と
あ
い
さ
つ
し

な
さ
い
」
と
、
12
弟
子
を
派
遣
す
る

と
き
に
お
っ
し
ゃ
っ
た
言
葉
の
実
行

で
す
▼
「
平
和
」
と
あ
り
ま
す
が
、

も
と
も
と
ユ
ダ
ヤ
の
あ
い
さ
つ
の
言

葉
の「
シ
ャ
ロ
ー
ム
」で
す
。
そ
れ
は
、

神
の
平
和
を
意
味
す
る
、
戦
争
は
な

く
、
家
族
や
自
分
の
周
囲
に
争
い
や

恐
れ
は
な
く
、
食
べ
着
ら
れ
、
寝
る

と
こ
ろ
が
用
意
さ
れ
る
。
人
び
と
は

皆
、
信
頼
し
穏
や
か
に
互
い
に
支
え

合
う
、
病
気
や
困
難
が
癒
さ
れ
る
豊

か
で
包
含
的
な
内
容
で
す
。
他
の
と

こ
ろ
で
「
祈
っ
て
あ
げ
な
さ
い
」
と

イ
エ
ス
は
言
い
ま
す
。
私
は
玄
関
に

立
ち
、
今
の
時
代
だ
か
ら
こ
そ
あ
い

さ
つ
と
祈
り
の
「
シ
ャ
ロ
ー
ム
」
の

声
を
大
き
く
し
て
い
ま
す
。 

（
準
）

世
の
中
の
子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き

く
変
化
し
て
い
ま
す
。
核
家
族
が
一
般
化
し
、

共
働
き
世
帯
も
増
加
し
て
い
ま
す
。
家
族
の
形

も
ひ
と
り
親
、
＊
ス
テ
ッ
プ
フ
ァ
ミ
リ
ー
、
外
国

に
つ
な
が
る
家
族
な
ど
さ
ら
に
複
雑
化
し
、
子

育
て
の
孤
立
が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

貧
困
家
庭
、
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
、
外
国
籍

及
び
外
国
に
つ
な
が
る
子
ど
も
な
ど
配
慮
の
必

要
な
子
ど
も
た
ち
が
増
え
て
い
ま
す
。
一
方
で
、

小
学
生
の
８
割
強
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
、情
報
化
社
会
へ
向
け
た
対
応
が
急
が
れ
ま
す
。

親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
、
子
ど

も
同
士
で
触
れ
合
う
機
会
の
減
少
に
よ
る
経
験

値
の
不
足
か
ら
、
成
長
・
発
達
に
大
切
な
「
人

と
人
」
と
の
関
わ
り
や
多
世
代
交
流
の
場
が
求

め
ら
れ
、
親
子
で
一
緒
に
育
つ
機
会
の
創
出
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

　「
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
２
０
３
４
」
で
は
、「
子
育

て
子
育
ち
」
を
一
つ
の
テ
ー
マ
と
し
展
開
し
て

い
ま
す
。『
子
育
て
』
は
、
親
（
親
の
代
わ
り

と
な
る
人
を
含
む
）
が
中
心
に
子
育
て
を
す
る

と
考
え
ら
れ
、
過
干
渉
が
強
す
ぎ
る
と
子
ど
も

の
自
発
的
な
体
験
の
機
会
が
遮
ら
れ
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

地
域
力
を
高
め
、
子
育
て
を
地
域
で
支
え
る

取
り
組
み
と
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
保

育
園
で
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
子
育
て
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
や
中
区
・
金
沢
区
に
お
け
る
地
域
子

育
て
支
援
拠
点
の
運
営
（
横
浜
市
運
営
受
託
）

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、『
子
育
ち
』
に
は
、

子
ど
も
を
主
役
と
考
え
、
子
ど
も
に
は

も
と
も
と
育
つ
力
が
備
わ
っ
て
い
る
た

め
、
子
ど
も
の
育
つ
力
を
育
て
た
い
と

い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
、
子
ど
も
た
ち

の
豊
か
な
成
長
を
支
え
る
機
会
と
環
境

の
充
実
を
図
り
、
子
育
ち
を
支
え
る
取

り
組
み
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

自
然
環
境
の
中
で
行
う
キ
ャ
ン
プ
や
わ

く
わ
く
す
る
体
験
を
通
し
新
た
な
発
見

な
ど
を
積
み
重
ね
子
ど
も
た
ち
の
感
性

が
育
ま
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

集
団
に
お
け
る
体
験
や
学
び
の
一
方

で
、
個
別
的
な
配
慮
を
必
要
と
す
る
子

ど
も
や
家
庭
へ
の
支
援
な
ど
、
地
域
や

さ
ま
ざ
ま
な
関
係
団
体
と
の
連
携
を
強

め
、
新
し
い
つ
な
が
り
を
創
出
す
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

＊ 

親
の
再
婚
あ
る
い
は
親
の
パ
ー
ト
ナ
ー
（
継

母
・
継
父
）
と
の
生
活
を
経
験
す
る
子
ど
も

の
い
る
家
族
の
こ
と
。

子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
成
長
願
い

子
育
て
子
育
ち
支
え
る
取
り
組
み

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
創
立
１
５
０
周
年
に
向
け
て

「
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
２
０
３
４
」
を
策
定

　
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
、
公
正
で
平
和
な
社
会
を
創
り
出
す
た
め
に
「
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
将
来
計
画

「
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ�

２
０
３
４
」
を
策
定
し
、
創
立
１
５
０
周
年
（
２
０
３
４
年
）
に
向
け
歩
み
を

進
め
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
４
つ
の
領
域
と
し
て
「
子
育
て
子
育
ち
」「
生
活
の
ク
オ
リ
テ
ィ

の
向
上
」「
ユ
ー
ス
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
」「
社
会
に
貢
献
」
に
取
り
組
む
中
で
、
今
号
で
は
「
子

育
て
子
育
ち
」
に
つ
い
て
共
に
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ＶISION2034 FOR HEALTHY LIVING  すべての人の「Spirit」「Mind 」「Body」が豊かに育まれ自ら「Quality of Life」を向上させていくために （4面も合わせてご参照ください）

安心して施設をご利用
いただくため、日常的な
消毒清掃、扉や窓の開放
等 の 感 染 予 防 対 策 を
行っています。

ウイルス感染防止対策の
取り組み

▼デスクペン　未来の地域や社会を創る子どもたちが豊かに育まれるよう「子育て子育ち」の取り組みを進めています。ぜひご参加ください。東日本大震災から11年。県内のYMCAでは継続して「3.11をわすれない」の活動を展開します。ご支援ご協力をよろしくお願いいたします。（直）

　
私
が
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
と
関
わ
る
き
っ
か
け
は
、

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
ス
ポ
ー
ツ
専
門
学
校
に
入

学
し
た
こ
と
で
す
。
保
育
士
に
な
り
た
い

と
い
う
小
さ
な
頃
か
ら
の
夢
と
、
長
年
続

け
て
き
た
大
好
き
な
ス
ポ
ー
ツ
も
勉
強
し

た
い
と
い
う
２
つ
の
思
い
か
ら
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。

　
専
門
学
校
に
入
学
し
て
か
ら
の
３
年
間

で
得
た
も
の
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
ひ
と

つ
は
喜
怒
哀
楽
の
全
て
を
共
に
経
験
し
、

乗
り
越
え
て
き
た
か
ら
こ
そ
信
頼
し
合
え

る
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
に
出
会
え
た
こ
と
で
す
。

あ
り
の
ま
ま
の
自
分
で
い
ら
れ
る
分
、
時
に

は
人
間
関
係
で
悩
む
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

が
、
辛
い
こ
と
も
乗
り
越
え
た
り
、
楽
し
い

と
い
う
だ
け
で
は
語
り
尽
く
せ
な
い
経
験
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

り
人
と
の
関
わ
り
が
希
薄
化
す
る
中
の
３

年
間
で
、
大
切
な
思
い
出
を
共
に
作
っ
て
く

れ
た
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
学
校
生
活
で
私
は
、
実
習
や
リ
ー
ダ
ー

活
動
を
通
し
て
実
践
的
に
保
育
を
学
び
、

将
来
に
つ
な
が
る
貴
重
な
関
わ
り
の
機
会

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
気
づ
い
た
こ

と
は
良
い
人
間
関
係
を
築
く
に
は
豊
か
な

心
を
持
ち
、自
分
を
信
頼
し
て
自
信
を
持
っ

て
人
と
関
わ
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
入
学

前
の
私
は
失

敗
を
怖
が
っ

て
い
た
り
、

こ
の
選
択
は

正
し
か
っ
た

の
か
と
変
え

ら
れ
な
い
過

去
に
不
安
を

感
じ
た
り
、

悲
観
的
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
子
ど
も
た
ち
に
接
す
る
立
場

に
な
っ
た
こ
と
で
、
自
信
が
な
い
ま
ま
子

ど
も
と
関
わ
っ
て
は
い
け
な
い
と
感
じ
ま
し

た
。
リ
ー
ダ
ー
と
い
う
自
覚
を
持
っ
て
自

信
を
持
っ
て
関
わ
ろ
う
と
意
識
す
る
こ
と

で
少
し
ず
つ
視
野
は
広
が
り
、
積
極
的
・

主
体
的
に
経
験
を
自
ら
創
り
出
そ
う
と
す

る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　
４
月
か
ら
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
保
育
園
で
働
く

に
あ
た
り
、
最
初
は
上
手
く
い
か
な
い
こ

と
が
必
ず
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
し
か

し
そ
の
失
敗
が
次
の
成
功
へ
と
つ
な
が
っ
て

い
く
こ
と
を
こ
の
３
年
間
で
経
験
し
ま
し

た
。
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
の
声
を
聴
き
、

気
持
ち
に
寄
り
添
え
る
保
育
士
を
目
指
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
大
事
な
こ
と
は
学
ぶ

こ
と
を
や
め
な
い
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
私
は
、
こ
れ
か
ら
専
門
学
校
で
学

ん
だ
こ
と
を
実
践
を
通
し
て
先
輩
方
か

ら
学
び
、
失
敗
か
ら
目
を
背
け
ず
真
剣

に
向
き
合
っ
て
い
け
る
保
育
士
を
目
指
し

ま
す
。
社
会
人
に
な
っ
て
も
、
好
奇
心

を
持
っ
て
学
び
続
け
る
こ
と
が
「
み
つ
か

る
。
つ
な
が
る
。
よ
く
な
っ
て
い
く
。」
と

い
う
こ
と
な
の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
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豊
か
な
心
を
持
ち
、
学
び
続
け

子
ど
も
に
寄
り
添
う
保
育
士
に
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▲ 台本から大道具まですべて学生が作成したオリジナルの
劇をYMCAの保育園で発表 (後列中央、2021年12月)

▲子どもたちの豊かな成長を支える機会や環境の充実を図る


